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1935年 にKochがacceleration(発 育促進現象または発育加速化現象)と
呼び 「人間は,成 長期間の短縮を伴 う成長速度の増大をしている。このことは・
早 く成人に達する現象といえる。」 と指摘した。 この内容は,身 長 ・体重 ・胸
囲 ・座高等の体位の発育が促進し,し かもその促進化が若年化の傾向にあるこ
とを示唆 していた。このことを端緒にして,身 体は大きくなったが体力に乏し





る指導は,学 校教育活動全体を通じて適切に行 うものとする。特に,体 力の向
上及び健康 ・安全の保持増進にっいては,体 育科の時間はもちろん,特 別活動
などにおいても十分指導す るよう努めるとともに,そ れらの指導を通して,日
常生活における適切な体育的活動の実践が促されるよう配慮しなければならな
い。」として,学 校教育全体で体育の推進を 目指している。具体的には,教 科
体育は勿論のこと,特 別活動(児 童会活動,学 校行事,学 級指導,ク ラブ活
動)で の体育的内容の導入,総 授業目数や単位授業時間の運用による 「ゆとり
の時間」を体育的活動に当てることも十分配慮すること。また,業 間体育や校
庭開放事業など積極的な体育活動の保障を示したものといxる 。その結果,
小 ・中 ・高等学校における体育の充実は目ざましい ところである。
一・方 ,社 会体育は,昭 和39年(1964年)の 東京オ リソピックを契機にして大
き く充実してきている。特に小学生を対象にした スポーツ活動は,ス ポーツ少
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1・ 小学校5年 生から中学校3年 生までを主とした対象とし,各 地域で単位団
(日常活動単位組織)と その単位団が市町村,都 道府県,全 国とい う組織で
構成されているスポーツ少年団。
2・ スイ ミソグスクール,柔 道場,剣 道場,空 手道場,体 操クラブなど,営 利




続的活動を行っている団体(こ こでは,そ の他集団クラブと呼称する)。 陸














の計12校 ・4621名を対象にし,皆 調査を実施 した。営利クラブ員として参加
している者及びその他集団型クラブ員として参加している者の実態を把握し,
その参加率を府下全体の小学生の参加推計率として活用した。(表 一1)な




















































































レ ポーツ少年団1営 利型・ラブ則 その他集面 ラブ則 計
男子5.83 0.97 1.87 2.72
女子5.83 0.82 1.01 1.32
計5.83 0.91 1.51 2.22
表 一1,表 一2に 示 した よ うに,社 会 体 育 分 野 の 体 育 的 日常 活 動組 織 の 参 加
者 は,高 学年 で16.6°o,低 学 年 で8.5°oと な って い る 。 しか し,高 学年 の 男 子
で は25.4°oと4人 に1人 は,何 ら か の 形 で 社会 体 育活 動 に参 加 してい る。 この













女子はその逆にある傾向を示 している。特にこの集団型 クラブは,先 に述べた
ようにスポーツ少年団と同様の活動形式や参加形態をとっているから,そ の参
加は容易ではあるが,活 動内容や範囲が一部の地域に偏していた り,ラ グビー
のように過激な活動内容をもっているものにっいては,そ の指導者の確保が困
難であるなどのために,指 導者の存在が単位組織の存立となるため地域が限定
され,一一部には,ス ポーッ少年団と全 く同じ単位組織であ りながら,市 町村段
階の組織がないためにスポーッ少年団に入っていないものや登録することへの






なる水泳,テ ニス,ス ケー トなどへの参加が多いことによるもめと思われる。
全体では,ス ポーッ少年団への参加とその他のクラブへの参加比率がほぼ2:
1と なっている。













動への誘いは,次 の諸点の改善と充実によって,大 き く振興促進されるものと
考えられ る。
1.営 利型クラブへの参加が,高 学年 ・低学年 とも安定した参加率を示してい
ることからみて,ス ポーッ少年団への参加対象を限定せず,小 学生の全体が
参加で きるように門戸を広げること。
なお,こ のためには,活 動場所の確保,活 動への助成,指 導者の確保など
に,行 政や統括組織,母 集団(保 護者組織)な どからの援助を強める必要が
ある。
2.ス ポーツ少年団は,そ の活動内容がサ ッカー,剣 道,少 林寺挙法,野 球な
ど,一 般に男子を対象としたものが多い,こ のため女子の参加が低率になっ
ていると推測される。バ レーボール,ソ フ トボール,庭 球など,女 子の参加
しやすい活動内容の単位組織の育成に努めること。




このために,指 導者の量的な確保,交 流機会の減少などとともに,社 会の
認知が遅れた り,援 助を享受できずにあった りすることが多い。横の組織を
っ くり,必 要な諸条件を満たすための行政や当該の統括組織からの援助を も
求めていき,各 地域に振興させてい くことが大切である。
4.営 利型 クラブでは,営 利を 目的とする施設の性格から,各 地域に整備され
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